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一
　更年期 は閉経の前後 5年間を指す ことが多い が，閉経に は個人差が あ る た め実際に は幅

をと っ て40〜60歳まで を いう ．

　 この時期 には加齢にともなう身体的変化の 他，エス トロ ゲン低下に よ り種 Q の 合併症が

あらわれて くる．その 中に は徐々 に進行 してく る疾患の初 期症状と してあ らわ れ る こ とも

あり，診療 にあた っ て は注意が勘要で ある．

　卵巣機能低下〜停止と い う内分泌環境の急激な変化 を背景にあらわれて くる含併症 にも，

各々 の 出現時期には多少違 いがある．たとえば ， 閉経前には無排卵性月経の頻度が増 え ，

更年期出血 や子宮内膜増殖症 とい っ た ，1生器 出血の 異常を訴える婦人科疾患の 他［こ，更年期

障害があ らわれ て くる．一方，閉経後は卵巣機能停止 にともない 壟年期障害がよ り顕著 に

あらわれる と と もに ， 年数 が経つ と骨低下症 （骨粗鬆症）や，高脂皿症 （動脈硬化，高皿

（表 1 ）更年期 と主な合 併症
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圧，虚血性心疾患，脳卒中），泌尿生殖器 の支持組織変化 （性交障害，腟炎，尿道炎，孑宮
・膀胱脱 ） と い っ た ， jl曼性的なエ ス ト ロ ゲン低下 に よる 含併症が多 くな る．この よう な 合

併症も ， その多く は閉 経後 に女 rl生ホ ル モ ン を少 量 ， 持続的に投与すれば ， ある 程度発症を

抑 える こ とが で き る．

　卵巣機能の 低下 にと も な い ， 早い 時期から あ らD れ る．不定愁 訴といわれ る自覚症状

（エ ス ト・ロゲ ン低 下と関連付けら れる 血管運動性神経症状 〈ほて り ，の ぼせ ， 発汗 ， 心悸

亢 進〉が多 い）のみ よりな る病態を示す （卵巣機能低下にともなう視床下部の 持続的な機

能冗進が，この 部位 に中枢 の存在す る 自律神経に お お い に 影響 を及 ぼ し て いる ）．診断に

は器 質的疾患をすべ て 除外す る ．症状の 多 く は 少量の エ ス ト 日 ゲン 投与に より消失 し，投

与を 」上める と再 発す る．症状の 強い場合に は彪、要 に応 じて他 科 の 専門医 に ：］ンサ ル トする

こ と が大切 で ある （表 2）．更 年期う つ 病 （不安，焦 燥，苦悶が 強く ，睡眠，食欲，性欲

の 障害がみ られ る）や仮面 うつ 病 （身体的症状の み を訴え る ）との鑑別は QI能 で ある ．症

状のほ と ん ど は治療 によく反応するた め，魁す回復する こ と を患者 に十分 に説明 して おく

こ とが大切 で あ る．

（表 2 ）

．＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ … 一
ン低

．
Fに とち な つ も の．二、b匚齢 や社 会 的環 墳 に での 心 身 の ス トレ ス が 川 わ

．
∫ て あ らわ れ る

暫
更 年 期 障 霧 の 症 状

i　 頻 の ほ Cり，の ぼ 吐，発 ；モな ど
・・

洫 管 渾動 漁 経 系 症 状

2　 噌 背部覇、肩こ リ、頭 痛な ど …　 運 軋神 経 系症状

3　 千 眠，め ま い 、倦 憩 感 な ど 　 ……精 神 神 経系 症状 ．

4　
一
ト足の 〕 びれ な ど　 　 　 　 　 　・・

矧 覚 矧 経 系 症 状 、

　 症状 の
二
）ぢ，1 と 2 は も っ と も 多 く 1 に ⊥ ス トロ ゲ ン 低 下 に 関運 し ，エ ス ト O ゲ ン

　 投与 に ょ  ．酵 域 な い 「ノ消 矢 す る 　3 ．と 4　1［は 王 に 対症 療法 を行 う ．・

＿1

　骨の形態上の変化を認めすに骨量の みが低下 した病態 をい う．更年期 は エ ス ト〔⊃ゲ ン欠

乏に より骨代謝回転が亢進 して いるが，閉経直後はとくに骨吸収が骨形成を上 回り，骨量

が急速 に減少する ，その た め ， 骨が脆弱化 し ， 骨低下症 （オ ス テオペ ニ ア ）や ， さ らに症

状がすすん で骨粗鬆症 （オステオポロ
ーシ ヌ）になる，更年期女性のほぼ半数にみ られる

腰背部痛 は骨粗鬆症の初期症状の こと も多 く ， エ ス トロゲン 投与により痛みも軽減 する こ

とがある．エ ストロ ゲンはカル シトニ ン分泌を促 し，骨芽細胞のエ ス トロゲン受容体 を介

して r
’
GF −p の合成 を促 進 さ せ骨吸 収 を抑制 する 作 用 があ る が，骨形 成を促 す こ と は な い．

骨 X 線上，回復 効果 は認めがたい が，エ ス トロ ゲ ンの長期間投与 によ り骨 折の頻度 は明

らか 「こ減少す る、エ ス ト ロゲン は骨鬘 が変化す る前に投与する と極めて有効で あり，投与

中は骨量の 減少を防ぐこ とがで きるが，投与を中止する と再び悪化する．
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　閉経後に は総コ レ ステ ロ
ー

ル と低比重1丿ポ蛋白 （LDL ）：］レ ステ ［コ
ー

ル が上昇する ．

　疫学的にみて ，閉経 は動脈硬化や虚皿性心疾患発症の主要な リスク ファ クター
で ある．

エ ス ト［⊃ゲンが低下する と肝臓の ［DL 受容体 の 発現 が低下 し ， そ の 結果 LDL の肝臓で

の代謝が妨 げられ　LDL が上昇す る．［m ［‡〕のコ レステロールは血管を経て組 織内 に取 り込

まR るが ， 粥状硬化 を生 じる には LDL と結合 した 状態でなけれ ばならす，　 LDL 値の上昇

は虚血性心疾患発症 に密接に寄与 してい る．閉経後にエ ス トロゲン を投与すれば総〕 レス

テロ
ー

ルや LDL コ レステロ
ー

ル の上昇 を抑 え ， 末 梢組織か ら肝矚ヘ コ レステロール を運

ぶ高比重リボ蛋 臼 （HDL ）を増や し，動脈硬化性心疾患の発症 をか な り防 ぐ こ とがで き

る．エ ス トロゲ ンに は血管内皮細胞の 障害に 関与 して い る LDL コ レ ス テ ロ ール の 酸化 も

抑える．そ のほか，エ ス トロゲンには血管拡張作用もみられ，高皿圧 の発症 を抑 えて い る

可能性があ る．一方，プロゲ ステ ［ ンも 閉経によ り欠落する が，動脈硬化へ の影響 は小 さ

い． した が っ て ，現在用い られて V る HRT は種々 の抗高脂血症剤とほ ぼ 同等の総 コ レ ス

テ［］
一

ル低 下が 期待で き，虚［狙症心疾患の 発症を抑え ると いわ R る ，

　閉経 によ り エ ス トロゲン が低下 可 る と，腟粘膜上皮細胞が減少 し，粨 膜が萎縮 ・菲薄化

する．腟分 泌量 も低下 し，腟乾燥感や性交痛を訴え る よう に な る．ま た，腟粘膜内のダ リ

コ
ーゲ ン量 が減少 してデ

ー
テ ル ラ ィ ン桿菌に よ る腟の 自浄作用 が低下 し，い わゆ る腟炎が

発症 しや すくな る．

　一方，エ ストロゲン欠乏のため，その標的組織で ある尿道粘膜 は萎縮し，尿道周囲組織

の弾力性も低下 し ， 頻尿 になりや すく尿道炎に かか りやすい．閉経に より尿道括約筋の機

能も低下 する．また尿道圧は尿道（℃コ ラーゲン量に比例するが，尿道の コ ラーゲ ンも骨 の

コ ラーゲ ンと同様，エ ストロ ゲン低下により急速に 減少する ．した が っ て ， 更年期には尿

失禁が増 えて く る．少量の エ ス ト匚ゲンを持続投与すれば性交障害や腟炎 は軽減 し，尿道

粨膜の萎縮も防 ぎ ， 尿道閉鎖圧 を上げる ことも可能で ある ．

　ま た ， エ ス トロゲン の慢性 的な低下 に より子宮 ・膀胱の 支持組織の 弾力性が低下 し，性

器下垂や膀胱下 垂もおこ りや すくなる．

　皮膚 （コ ラ
ー

ゲン量 ， 水分含有鬘 ， 皮脂量 と ， 表皮の形 態
・
色 ）はエ ス トロゲ ン低下 に

より変化する．

　閉経によりエ ス トロ ゲン分泌 が低下す る と ， 皮膚の コ ラ
ーゲン量お よ び水分含有量 （ピ

アル［コン酸）は減少 し，皮膚の厚 さ は薄く乾燥 し弾力性がな く な り，皮膚 炎がおこ りや す

くなる．

一
　軽度の もの 忘れは加齢にともなう退行性変化と考 えられるが，更年期には女性に多 く記

憶障害を 主な 症状とする ア ルツ ハ f マ
ー

型痴呆の初期 病変もあ らわれ てく る こと があ り，

エ ス トロ ゲン低下 と の関連性 を完全に否定する こと はで き な い．靈年期の 記億力 低下 に対

し ， エ ス トロゲン投与がある程度脅用 であるとの一部指摘もある．

　エ ストロゲ ンは記檍 に重要な役割を果た して いる 神経 伝達物質アセ チル コ リン の合成酵
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素である コ リンアセチル トランスフ ェ ラーゼの 活性 を高め，脳［m流を改善する ．アルツハ

イ マ
ー

病の発生メカ ニ ズム が解明され て い な い た め，閉経後の エ スト ロ ゲン低下が誘因 と

は言い 切れな いが，HRT がアル ツハ イ マ
ー病の 発症 を あ る程 度抑え る の で は な い か と の

期待感 はあ る，

　
’
，r　 ＝　 　　 　　

−
t 　 　　 　s一

　閉経近辺 の 卵巣機能の 異常に より浮腫を介した障害がみ られ る こ とがある ．また ， 手足

の疼痛や しびれ とい っ た 症状も女性ホルモ ンの アンバランスによ り増悪する ことがある．

したが っ て
， 更 年期 には 滑膜 や 軟部組織の浮 腫がおこ りやす く ， 手根管症候群にかかるこ

とが多い ．

一
〔1．子宮内膜増殖症〕

　更年期には卵巣機能の低下 により無排卵周期が増 え，内膜 にも種々の形態的変化が生 じ

る．無 排 卵 に よ り 卵 胞 が 長 期 間 存 在 し，少 量 の エ ス ト ロ ゲ ン 刺 激 （unODDosed

estrogen ）が内膜に持続的に作用 すると内膜増殖症 （嚢胞性腺増殖症，腺腫性増殖症）

にな りやすい．不正 性器 出皿が主な症状の ため，いわ ゆる更年期出血と似てい る が ， 疫学，

病理学的に は内膜癌 の潜在的前癌病変 と位置付け ら れ て お り注意が鈔要で ある ．

〔ll．子宮筋腫〕

　 閉経近辺 の無排卵 「こともなう unODDOseQ 　est ρogen 環境下で は，筋腫 も増悪する こと

があ り，思 わ ぬ出［mな どで貧血を来す ことがあ る．

〔皿 ．婦人科悪性腫瘍〕

　更 年期は癌の 好発年齢で ある ．絨 毛 性疾 患 ， 子宮頚 癌 ， 子宮体 （内膜）癌 ， 卵巣癌の発

生も多少すれ はあるが 更年期が ピ
ー

ク で ある．閉経前で は妊娠の可能性も残 されてお り，

とく に絨 毛性疾患と の鑑 別に は注意 する．頚 癌や体癌の 主な 症状は不 正性器 出血 であ る た

め，更年期出血 と 間違わ ぬ よう 細胞診，組 織診も含め慎重な対応が必要で ある ．

一
　更年期以降 にみ られ る 合併症は エ ス トロゲン の低下 と関係して い る ことが多く ， 症状を

的確 に把握さ えすれ ば産婦人科医と しての対応が可能で ある．

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 ・参 考文献

1）本庄英雄．霤年期
・老年期外来マ ニ 1 」 丿L．京都 ：金芳堂 　怕93

2）野澤 志朗監修，太田博明編集．OOL 向上 D ための 更年期女性の ヘ ルス ケア ．更票 ：医

　薬 三丿tフ
ー

ゴ
ー
ノしネt　 1994

3）麻生武志，水鷽弘 司，八神喜昭編隻，図評産 婦人科 ＞ lrW −1り，　 qコ高年女性の 健康 管理．

　東京 ：メデ ィ カ ノレレビ ュ
ー社　「994

4）H 〔∫ mo ℃ r
’
r
・
〔〕n 七ieρ 1［ Gyrleoo 　ogy 〔特集）開経．東京 ：メデ ィ カルレ ビ ュ

ー
社

　a995　；vol 　2　
’
No ．3

III」　II　II　II　I　III　II　II　I　I　I卩IIFI　I　II　I　II　II　II　I　FI　ト1　」I　II　II　I　．II　II　II　I　．I　II」III脚I　I　I　II　II　II　I　
．I　II　II　FIIII　I　III　II

．II　I　I　II　I　I　II　IIIIIIli　ll　ll　I　I　I　III　．I　II　IIIIIII　II　II　I　III　II　I　II　I幽IIIII！　I　I．　II　II　I　I　I　LI　II　圏IIII　I　II　I　I　II　II　II　II　I　」IIIト　1■　II

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


